
ポータブル式遺伝子増幅装置を用い、農場現場で採取した組織から口蹄疫ウイルスを20分以内に高

感度に検出できる技術を開発した。農場での感染動物の早期発見を可能とし、感染症発生後に迅速な

防疫の初動対応を可能とする。

概要

背景・効果・留意点

品目:畜産

アジアモンスーン地域農林水産技術カタログ

口蹄疫の早期防疫対策を可能にする現場で活用可能な
簡易・迅速診断技術

越境性疾病の予防

口蹄疫は国境を越えて拡散する伝染性の強い牛や豚等の感染症で、口蹄疫が発生した国では、家畜の

生産性低下や畜産物の輸出制限を受けるため、その経済的損失は甚大である。

開発した口蹄疫の簡易迅速遺伝子診断法は、ポータブルの装置を用い（図1）、電源もスマートフォン用

のポータブルバッテリーが使えるため、農場での診断も可能である（図2）。このポータブル式遺伝子増幅

装置を使い、農場で感染を疑う動物の組織を用いて、２０分以内に口蹄疫を高感度に診断できる（図3）。

さらに、高温・多湿な気候条件下であっても冷凍設備のいらない乾燥試薬を用いた診断法への応用も期

待できる。従来の口蹄疫ウイルス抗原検出キットに比べ、高感度にウイルスを検出することが可能で、本

診断法を用いることで口蹄疫陽性農場の迅速な特定ができ、実効性の高い防疫措置が可能となる。現

在、タイでは作業手順書やマニュアルの作成が行われ、実装の準備が進んでいる。

農場で病変部組織を採材

病変部組織をすり潰す処理した病変部組織と反応試薬
を混ぜて測定チップに装填する

図2 持ち運び可能な必要物品一式を
現場に持ち込んで迅速な診断を行う

図1 ポータブル式遺伝子
増幅装置PicoGene® 
PCR1100

口蹄疫ウイルス陽性反応
（赤矢印）
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図3 農場での口蹄疫迅速診断の手順
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